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あなたの知らない！？あぶらでん歴史散歩

昔話巡りへGo！

油田に残る昔話や文化財にふれることで、地域の
歴史や文化を再発見！！
さあ！家族いっしょに「わくわくあぶらでん歴史

ウォーク」に出かけましょう！
「QRコード」を読み取ると、

詳しい説明や地図が見られます！

お問い合わせ先 0763-32-6420 発行：油田公民館
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昔話ゆかりの地を巡ろう

安藤家の地ぞうさま（宮丸）

鳥居が後ろにある氣多神社(千代)

00歳になりました!

千人塚(千代)
千代の、三十アールもある大きい田

の中に、直径十六メートル、高さ八
メートルもある小山があります。 千人
塚とよばれるこの小山には、このあた
りのたたかいで死んだ、千人ばかりの
さむらいをうめてあるそうです。

今から百年ほど前、ここをひらいて
田を作ったとき、人のほねがたくさん
出ました。このほねをうめるために、
あなをほったところ、毎日毎日、おけ
に一ぱいものへびがニョロニョロと出
てきて、日にあたっては、すぐ死んで
しまったそうです。

安藤家の地ぞうさま（宮丸）
宮丸の安藤さま」といえば、代々、*十村役（とむらやく）をして、五十ちかく

の村をおさめた、古い大きな家でした。その田からは、毎年米が千五百俵あ

まりもとれたといわれています。

その七代次郎左衛門さんの*下男（げなん）が、お祭りのごちそうを親戚へ届

けました。そのお礼として相当のお金をいただいたそうです。

安藤家のある道筋は昼でもうす暗く、熊が出る非常に恐ろしいところでし

た。下男はそのお金で、美しい地蔵さまを買い求め、そこに安置したところ

熊が出なくなったそうです。

安藤家は百年以上前に田も畑もやしきもなくなりました。ただ、この地ぞう

さまと「安藤家の多門」は、今も残っています。

* 十村役（とむらやく） 村をいくつかまとめて、おさめる役

*下男（げなん） 使用人

安藤家の多門（木下）

うしろにたった とりい（千代）
むかし、千代の宮の前で、わか者が死んでいました。ふ

しぎなことに、宮のとりいもたおれていました。

村人は、さっそく、わか者をかたづけ、とりいをたてなお

しました。ところが、そのとりいは、なん度たてても、すぐた

おれるので、あきらめて帰りました。するとその夜、ゆめの

中に神さまがあらわれて「千代の方に向けて（宮のうしろ

がわに）とりいをたててください。」とおっしゃいました。次

の日、村人は、神さまのおつげのとおりに、宮のうしろにと

りいをたてますと、りっぱにたちました。

今も、千代の宮のとりいは、うしろにたっています。

実際に神社内を
歩いてみました

（動画）

むかし、とのさまが、この村へ見まわりに来まし
た。 道ばたに、うずくまっていた農民たちの中か
ら、「おとのさま、おねがいです！」と言ってとび
だした一人の男がいました。その男は、大声で、ね
んぐが高くて、農民がこまっていることをうったえ
ました。 「ぶれいもの！」と言われ、すぐとらえ
られましたが、この男のおかげで、農民たちは、ね
んぐをまけてもらい、とてもたすかりました。

でも、その男は竹やらいの中ではりつけにされま
した。そこは、明治のはじめまで荒れてて、村人が
寄りつかなかったそうです。今では、りっぱな田に
なり「はりつけ田」とよばれなくなりました。

はりつけ田(十年明)

参考：「となみ昔むかし」昭和３７発行より



意外と知られていない

油田のおすすめスポットはここ！

狛犬がない中村神明宮中村

三郎丸
↓

小松市

三郎丸

多くの神社には狛犬がありますが、中村神明宮には狛犬

がありません。神様が猿であるので狛犬を神社に入れると、

けんかをされる（犬猿の仲）なので、狛犬はないと伝えられ

ています。地区内でも犬はあまり飼われませんでした。

明治の心を残す美しい洋館

地球儀のある油田平和塔

油田（あぶらでん）という地名はどのようにしてついたのですか？

昭和５年(1930年)に建てられ、高さは6ｍありました。

塔頂には鏝絵の名人・竹内源造作の直径１ｍの地球儀が

あり、日本列島と当時日本の植民地だった朝鮮半島・樺太

が金色に塗られていました。

明治時代、野松医院の建物として三郎丸地内に建築さ

れました。和洋が美しく混ざる擬洋風建築で、何度か移築

され、現在は小松市の日本自動車博物館に移築し、保存

されています。一度は訪れたいところですね。

油田にはいつごろから集落がありましたか？

昔、このあたり一帯には、菜の花畑が広がり、人々はそこから採れる菜種油を
明かり用の油（灯明油）として使っていました。それが地名の由来となりました。
隣の戸出駅の「戸出」という地名も、昔は「灯油田（とうゆでん）」という地名
だったのが、「とうゆでん」→「とゆで」→「といで」と変わって生じたのだそうです。

昭和３７年にこの地から須恵器が発見されたことにより平安時代にはすでに集落があっ
たことが分かります。鎌倉時代になると油田は油田条（村）と呼ばれ、土地開発を行なった
有力農民が開墾地に自分の名を付けて呼びました。名主の屋敷跡を思わせる掘内という
地名や、名田のなごりである十年明・三郎丸などの地名が残っています。



 

熊ケ峯与三吉碑(石丸) 

場所：JR石丸第 2踏切西 

浦ケ関久兵衛碑(石丸) 

場所：石丸神明宮南 

瀧ノ音清次郎碑(石丸) 

場所：石丸神明宮南 

木村七之助碑(三郎丸) 

場所：個人宅内 

石ノ山兵蔵碑(石丸) 

場所：石丸神明宮南 

島渡り久平碑(三郎丸) 

場所：個人宅内 

琴ケ濱碑(十年明) 

場所：神明社境内南 

宮の浦政次郎碑(宮丸) 

場所：西方寺東 

明治から大正にかけて、横綱梅ケ谷・太刀山など、越中出身の力士たちが大相撲で大活躍しました。 

砺波地方でも草相撲がさかんに行われ、村ごと地域ごとの対抗試合に多くの若者が村の名誉をかけて出

場しました。その功績をたたえ力士の石碑が建てられました。油田では８つの力士碑が確認されています。 

「油田歴史ウォーク」で紹介し

た文化財や力士碑の場所は、

下の QR コードを読み取っ

て、Google マップで確認で

きます。 

参考：「砺波野の草相撲の力士たち」（砺波郷土資料館）2007年 
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